
一般質問

問　

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を

住
民
に
は
っ
き
り
と
明
示

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

答
　
区
・
自
治
会
は
、
住

民
が
身
近
な
課
題
を
解
決

し
、
連
帯
感
を
高
め
る
組

織
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
根
幹
で
あ
り
ま

す
。
災
害
が
頻
発
す
る
な

か
で
、
互
い
に
支
え
合
い

助
け
合
う
互
助
の
仕
組
み

を
ね
ば
り
強
く
訴
え
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

行
政
の
組
織
で
住
民

に
一
番
近
い
組
・
班
の
役

員
さ
ん
た
ち
に
、
区
・
自

治
会
と
共
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

答
　
各
区
・
自
治
会
組
織

で
の
組
長
や
班
長
の
皆
様

に
も
、
出
前
講
座
な
ど
を

実
施
し
区
･
自
治
会
加
入

の
必
要
性
を
紹
介
し
て
ま

い
り
ま
す
。

小
･
中
学
校
に
お
け
る
問

題
行
動
に
つ
い
て

問　

問
題
行
動
と
は
。

答
　「
い
じ
め
」「
暴
力
」

「
非
行
」
で
、「
い
じ
め
」
は

行
為
の
対
象
と
な
っ
た
児

童
等
が
心
身
の
苦
痛
を

感
じ
る
も
の
で
す
。「
暴

力
」
は
人
に
対
す
る
暴
力

と
校
内
施
設
・
設
備
等
の

破
壊
行
為
や
器
物
損
壊
で

す
。「
非
行
」
は
飲
酒
・
喫

煙
、
凶
器
携
帯
、
深
夜
徘

徊
、
窃
盗
・
万
引
き
、
性

非
行
、
交
通
違
反
等
で
す
。

問　

10
年
前
と
の
違
い
、

お
よ
び
今
後
の
対
策
は
。

答
　「
い
じ
め
」
は
、
い
じ

め
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う

積
極
的
に
認
知
す
る
こ
と

に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
７

倍
に
増
え
ま
し
た
。「
暴

力
」
は
加
害
児
童
が
低
年

齢
化
し
て
い
ま
す
。「
非

行
」
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
い

じ
め
等
の
問
題
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
問
題
に
ど
の
様
に
対
応

す
る
か
模
索
し
ま
す
。

区・自治会への加入促進について
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上野　顕介 議員 令和６年第３回
公立甲賀病院組合議会
定例会

望月　卓 議員 令和６年第３回
甲賀広域行政組合議会
定例会

（
９
月
27
日
開
会
）

議
長
欠
員
に
よ
る
選
挙

　
選
挙
結
果　

　
望
月
卓
議
員
が
副
議
長
に
当
選

議
案
第
８
号

令
和
５
年
度
甲
賀
広
域
行
政
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号　

令
和
６
年
度
甲
賀
広
域
行
政
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

（
９
月
27
日
開
会
）

議
長
欠
員
に
よ
る
選
挙

　
選
挙
結
果　

　
細
川
ゆ
か
り
議
員
が
満
票
で
当

選
議
案
第
７
号

令
和
５
年
度
公
立
甲
賀
病
院
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

一
般
質
問

・�

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
と
特

徴
に
つ
い
て

・�

看
護
師
の
確
保
と
育
成
に
つ
い

て
・�

医
療
機
器
と
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
つ
い
て

・�

施
設
と
整
備
の
最
適
化
に
つ
い

て
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一
般
質
問


